
1
クラス全体で、助け合ったり、協力し
たりして、学習や行事に取り組んでい
る。

A
一人ひとりを認め合う学級・学校
の
集団づくりをめざしている。

A 支持的風土を育てる学級・学年
集団づくりの実践を進めている。 A 支持的風土を育てる学級・学年

集団づくりの実践を進めている。

2
友だちと教え合ったり、相談し合った
りして勉強することに進んで取り組ん
でいる。

A
協同する体験・伝え合う喜び・コ
ミュニケーション能力の育成を図
る授業の工夫改善に取り組んで
いる。

A
協同する体験・伝え合う喜び・コ
ミュニケーション能力の育成を図
る授業の工夫改善に取り組んで
いる。

B
協同する体験・伝え合う喜び・コ
ミュニケーション能力の育成を図
る授業の工夫改善に取り組んで
いる。

Ａ

3 ―

主体的・対話的で深い学びを追
究する授業研究や研修会を進
め、授業の工夫・改善に取り組
んでいる。

B
主体的・対話的で深い学びを追
究する授業研究や研修会を進
め、授業の工夫・改善に取り組
んでいる。

B
主体的・対話的で深い学びを追
究する授業研究や研修会を進
め、授業の工夫・改善に取り組
んでいる。

4

①思いやりや命の大切さについてよ
く学んでいる。
②道徳の時間は自分のことや友だち
のことを考えながら学習している。

A
生命を尊重する心やいじめを許
さない態度などの道徳的実践力
を育てる活動の実施を進めてい
る。

A
生命を尊重する心やいじめを許
さない態度などの道徳的実践力
を育てる活動の実施を進めてい
る。

A
生命を尊重する心やいじめを許
さない態度などの道徳的実践力
を育てる活動の実施を進めてい
る。

5 ― ―
ものごとを様々な視点からとらえ
考えさせる道徳科の授業・評価
に関する研究を行っている。

B
ものごとを様々な視点からとらえ
考えさせる道徳科の授業・評価
に関する研究を行っている。

Ａ

6 ―
保護者等への道徳科の授業公
開を行っている。 A 保護者等への道徳科の授業公

開を行っている。 A
保護者等への道徳の授業公開
を行い、道徳の授業の工夫・改
善を進めている。

7
体育の授業や行事などは楽しく、進
んで取り組んでいる。
（普段の体育の授業、運動会など）

A
たくましい心と体を育てる魅力あ
る授業の工夫改善に取り組んで
いる。（普段の体育の授業、運動
会など）

A
たくましい心と体を育てる魅力あ
る授業の工夫改善に取り組んで
いる。（普段の体育の授業、運動
会など）

B
たくましい心と体を育てる魅力あ
る授業の工夫改善に取り組んで
いる。（普段の体育の授業、運動
会など）

8

体力づくりに進んで取り組んでいる。
　（マラソン大会〈12月実施〉
　なわとび大会〈１月実施〉など） B

体力づくりのための運動に進ん
で取り組んでいる。（マラソン大
会〈12月実施〉、なわとび大会〈１
月実施〉など）

A
体力づくりのための運動に進ん
で取り組んでいる。（マラソン大
会〈12月実施〉、なわとび大会〈１
月実施〉など）

B
体力づくりのための運動に進ん
で取り組んでいる。（マラソン大
会〈12月実施〉、なわとび大会〈１
月実施〉など）

Ａ

9

運動に進んで取り組んでいる。
給食など、食事は好き嫌いなく食べ
る
ようにしている。

B
進んで体を動かそうとする意欲
の育成や食育指導を進めてい
る。

B
進んで体を動かそうとする意欲
の育成や食育指導を進めてい
る。

B
進んで体を動かそうとする意欲
の育成や食育指導を進めてい
る。

10

①間違えた所を分かるまで勉強す
る。
②授業中話をしっかり聞いている。
③進んで宿題や自主学習をしてい
る。
④読書に進んで取り組んでいる。
⑤外国語に楽しく取り組んでいる。

B
学力向上を目指した指導体制・
指導方法の工夫改善を進めてい
る。
（なのはなタイム・授業研究会・
教科担任の授業など）

A
学力向上を目指した指導体制・
指導方法の工夫改善を進めてい
る。
（なのはなタイム・授業研究会・
教科担任の授業など）

A
学力向上を目指した指導体制・
指導方法の工夫改善を進めてい
る。
（なのはなタイム・授業研究会・
教科担任の授業など）

11 ―
教職員の指導力、情報活用能
力、教育力の向上に取り組んで
いる。

B 教職員の指導力及び組織的な
教育力の向上を図っている。 B 教職員の指導力及び組織的な

教育力の向上を図っている。 Ｂ

12 ―
教育活動の質の向上を図りつつ
働き方改革に取り組んでいる。 B 教育活動の質の向上を図りつつ

働き方改革に取り組んでいる。 B 教育活動の質の向上を図りつつ
働き方改革に取り組んでいる。

13 先生と学校や家のことについて
よく話をしている。 B

保護者の子育てに対する積極的
な支援を進めている。
（日頃の家庭連絡、教育相談
SC、巡回訪問など）

A
保護者の子育てに対する積極的
な支援を進めている。
（日頃の家庭連絡、教育相談
SC、巡回訪問など）

A
保護者の子育てに対する積極的
な支援を進めている。
（日頃の家庭連絡、教育相談
SC、巡回訪問など）

14

①上田上の地域へ出かける学習に
　進んで取り組んでいる。

②お家の人は、学校でのことを
　よく知っている。

A

 保護者・地域との交流や人材活
用で体験活動（お話会、昔遊び、
町探検、昔調べ、菜の花づけ、
みそづくり、田んぼ、紙漉など）を
充実させ情報発信している。
（ホームページ、学校便り、学校
公開、参観、懇談会など）

A

 保護者・地域との交流や人材活
用で体験活動（お話会、昔遊び、
町探検、昔調べ、菜の花づけ、
みそづくり、田んぼ、紙漉など）を
充実させ情報発信している。
（ホームページ、学校便り、学校
公開、参観、懇談会など）

A

 保護者・地域との交流や人材活
用で体験活動（お話会、昔遊び、
町探検、昔調べ、菜の花づけ、
みそづくり、田んぼ、紙漉など）を
充実させ情報発信している。
（ホームページ、学校便り、学校
公開、参観、懇談会など）

Ａ

15

①火事や地震の時、どうしたらよいか
知っている。
　(避難訓練、引き渡し訓練など)
②外から帰ったら手洗いうがいをす
る。

A
防災教育や感染症対策の推進
など安心・安全な学校づくりを進
めている。(避難訓練、引き渡し
訓練など)

A
防災教育や感染症対策の推進
など安心・安全な学校づくりを進
めている。(避難訓練、引き渡し
訓練など)

A
防災教育や感染症対策の推進
など安心・安全な学校づくりを進
めている。(避難訓練、引き渡し
訓練など)

16

幼稚園や、他の学年の友達などとな
かよく力を合わせて取り組んでいる。
（たてわり活動、さくら会など）

A
たてわり活動や、子どもの校種
間交流などを行い、連携を進め
ている。
（たてわり活動、運動会、さくら会
など）

A
たてわり活動や、子どもの校種
間交流などを行い、連携を進め
ている。
（たてわり活動、運動会、さくら会
など）

A
たてわり活動や、子どもの校種
間交流などを行い、連携を進め
ている。
（たてわり活動、運動会、さくら会
など）

17 ― ―
校種間の合同研修会が実施さ
れ、連携を進めている。
（学びの礎など）

B
校種間の合同研修会が実施さ
れ、連携を進めている。
（学びの礎など）

Ａ

18 ― ―
校種間の授業公開、カリキュラ
ム研究を進めている。 B 校種間の授業公開、カリキュラ

ム研究を進めている。

19
友だちにいじわるやいたずらをしてい
ない。 A

いじめや暴力行為、不登校等生
徒指導上の諸課題の早期発見、
日常的な予防指導を進めてい
る。

A
いじめや暴力行為、不登校等生
徒指導上の諸課題の早期発見、
日常的な予防指導を進めてい
る。

A
いじめや暴力行為、不登校等生
徒指導上の諸課題の早期発見、
日常的な予防指導を進めてい
る。

20 こまったことがあれば、おうちの人に
相談している。 A

生徒指導・教育相談を組織的に
推進をしている。（子ども支援ｺ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）

A
生徒指導・教育相談を組織的に
推進をしている。（子ども支援ｺ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）

A
生徒指導・教育相談を組織的に
推進をしている。（子ども支援ｺ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）

Ａ

21

①先生や友達、地域の人によくあい
さつをしている。
②地域の行事などに進んで参加して
いる。

A
家庭・地域・関係機関との連携
による指導を進めている。 (朝の
立当番・町別児童会・学校運営
協議会)

A
家庭・地域・関係機関との連携
による指導を進めている。 (朝の
立当番・町別児童会・学校運営
協議会)

A
家庭・地域・関係機関との連携
による指導を進めている。 (朝の
立当番・町別児童会・学校運営
協議会)

22 ― ―
個別指導計画の作成と活用を進
めている。 B ―

23 ― ―
組織的・計画的な支援体制を進
めている。 B 組織的・計画的な支援体制を進

めている。 Ａ

24 ― ―

関係機関と連携した相談体制の
充実を推進している。（教育相談
センター・スクールカウンセラー
など）

A
関係機関と連携した相談体制の
充実を推進している。（教育相談
センター・スクールカウンセラー
など）

25 学校は楽しい。 A 児童は、楽しく学校生活を過ごす
ことができている。 A 児童は、楽しく学校生活を過ごす

ことができている。 A 児童は、楽しく学校生活を過ごす
ことができている。 Ａ

道徳教育の
充実

 生命を尊重する心やいじ
めを許さない態度などの道
徳的実践力を 育てる活動
の実施

 道徳の授業研究や資料の
開発・整備・交流

 保護者等への道徳の
授業公開

 主体的・対話的で深い学
びを追究する授業研究や
研修会

評価の観点項目

体力づくり

 たくましい心と体を育てる
魅力ある授業の工夫改善

 体力づくりを推進する
　　　　運動実践

 体を動かす気持ちよさを体
験させ、進んで体を動かそ
うとする意欲の育成

 保護者の子育てに対する
積極的な支援

指導改善
（組織的・計画

的）

 学力向上を目指した指導
体制・指導方法の工夫改善

令和7年度 学校評価書（3点満点中2.5以上→A1.4以上→B、1.4未満→C）

主体的・対話
的で深い学び

 支持的風土を育てる学級・
学年集団づくりの実践

 協同する体験・伝え合う喜
び・コミュニケーション能力
の育成を図る授業の工夫
改善

児童の評価 保護者の評価 教職員の評価 地域関係者の評価

 教職員の指導力及び組織
的な教育力の向上

 働き方改革の取組と教育
活動の質の改善

特別支援
教育の充実

 校種間の授業公開、
　カリキュラム研究

 保護者・地域との交流や情
報発信、参観、 懇談会、研
修会の実施、地域人材の活
用

 防災教育の推進と安心・安
全な学校づくり

 子どもの校種間交流や教
員の出前授業

 校種間の合同研修会

家庭・地域
との連携

保幼小中の
連携

 生徒指導・教育相談体制
の確立と組織的な推進

　児童生徒の学校満足度

 いじめや暴力行為、不登
校　等生徒指導上の諸課題
の早期発見、日常的な
　　　予防指導

　Ｒ７年度　学校評価の結果　<次年度に向けて＞
　児童の評価は、25項目中19項目で昨年より高かった。学びの項目の「みんなで力を合わせて取り組んでいる」は、2.81点「友だちに教えたり、聞いたりなかよく勉強している」は、2.79点だった。児童の約80％が授業で「理
由も付けて考えを伝えている」約88％が、「友だちの考えを聞いて自分の考えを深めている」と回答した。また、「本が好きでよく読んでいる」という項目は、2.06点で、昨年より（＋0.18）増加した。図書ボランティア、司書の
方々や教師による読み聞かせと充実した図書室経営（本の紹介クイズや図書館ビンゴ）などの成果であろう。道徳教育の項目「思いやりや命の大切さを知っている」は、2.9点（＋0.03）だった。また、「道徳の時間、自分や友
だちのことを考えている」は、2.67点（＋0.15）でいずれも、増加した。授業で登場人物になりきって、役割演技をしたり、心メーターで自分の気持ちを表したりする活動により、児童は、自分事として考えられるようになってき
た。　体力づくりの項目では、「体育や運動会は楽しい」「体育の宿題、なわとびを進んでやっている」「休み時間いつも体を動かしている」の３項目とも、得点が増加した。しかし、「給食は、好き嫌いなく食べている」の項目
は、昨年よりも、0.12ポイント減少して2.06だった。給食指導や食育をより一層充実させることが必要である。
　
　次に保護者の評価は、２０項目中１５項目で、昨年より高くなった。学びの項目では、「協働する体験、伝え合う喜び、コミュニケーション能力の育成」が2.53点で昨年より増加（＋0.07）した。道徳科に関する項目も、2.51点
（＋0.11）で増加した。これらは、児童の成長と共に、授業における教師の支援や工夫の成果であろう。家庭や地域との連携の項目の「保護者の子育てに関する積極的な支援を進めている」は、2.58点で昨年よりも増加(＋
0.16)した。教職員は、もちろんスクールカウンセラーや教育支援センターなどの専門家による巡回訪問や相談を活用しながら一層丁寧に取り組んで行きたい。地域の人材活用の項目は、2.85点でかなり高得点であった。
今年度は、地域の方々のサポートに加えて、今年度発足した菜の花会の保護者によるイベントや行事の実施の成果であろう。生徒指導体制の項目では、「いじめ不登校等の早期発見、予防指導に努めている」2.46点（＋
0.11）や「生徒指導･教育相談を組織的な推進」2.55点（＋0.13）、｢家庭・地域・関係機関との連携による指導｣2.65点(＋0.14)のいずれも昨年より増加した。
　保護者の方から「落ち着いた環境で、丁寧に指導していただいている。」や「学年だけでなく、たてわり活動もあり、全校児童がなかよく遊んでいる。」などに加えて、「近隣校などとの交流授業や合同授業を進めて、子ども
たちが、高い目標に向かって切磋琢磨して成長してほしい。」というご意見も寄せられたので次年度取り組みを一層充実していきたい。

　最後に教職員の評価だが、道徳科の授業2.77点（＋0.02）たてわり活動・校種間交流2.77点（＋0.02）校種間カリキュラム研究2.23点（＋0.15）関係機関との連携2.46点（＋0.05）などの項目で昨年度より高かった。児童の
学力向上や道徳的実践力育成、個々に寄り添った支援を充実させるために、我々教職員が研修を受けたり、外部講師の方を招聘して、学んだりすることを今後も続けたい。また、上田上学区ならではの体験的な学習（菜の
花漬け・みそ作り等）や学校行事（夏祭り・左義長）を地域や保護者の方々のご協力で今年度は新たな形で実施できた。次年度も、学校運営協議会を中心に地域や保護者と連携して、無理なく持続していきたい。さらに、小
規模校の強みを活かして、子どもたちが本物にふれる体験や他校との連携による交流活動や合同授業にも積極的に取り組んでいきたい。

 　　個別指導計画の
　　　　作成と活用

 関係機関と連携した相談
体制の充実

 家庭・地域・関係機関との
連携による指導

学校満足度

 組織的・計画的な
特別支援教育体制の確立

生徒指導
体制の充実


